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11 ご しv かた かなら よ 〈だ I I 逼日曜~ 1-.亘面凶四凶

保護者の方ヘ，ずお読み下さい。 I三官官三吉野'
ぜっf:p い 亀そ〈

.7JJさな部品がありまれ 口の中には絶対に入れないでください。釜通などの危険がありますj

.主菜を首にかけてふざけたり、託基に益1;(ないでください。量議などの走接がありまれ

・も茶は荷などに轟き什けた刊しないでくださし4、ぜがわ夫くな崎議です。
・京滋.主菜による主晶の古島がありますので、3才未満のお子議には絶誌に写えないでください0

.意わぬ季最の定詰がありますので存ヲ長官は蕗誌にシリンダ一、マガジンに詰をλれないでください。

.主茶、毒揺ピースr必真のものを嘉み主まないでください。 かぎ~tがtÎrれて長ふ'などして走t誌です。
・かぎ許ゃ畠み軒、とじ裂は品在、実っていますので走t誌でも世話旨話以~~ (こは高誌に益1;(ない
でください。

.謹んだ接は、3説話のあ手議の宇の届かなし議lこi繕してください。

.はさみなどを世話しますので、ぉ動}îi"~ 、 iこ111長丞iましてください。
ゅ() 17.場 付い.s.< ll.こ ちeうい

・シリンダーやハンドルに指や髪の毛や衣服などを巻き込まないように注意してください。
. ゆぴ

・マガジンやシリンダー、ハンドルのすき間には指などをλれないでください。はさまれてケガをする装
れがあります。

・テンションは品主にtIrf)晶ずたり、議に韮づけたりしないでください。ケガをする諮れがあります。
・ビニール廷を笥から謡ったり、蹟を這ったりしないでください。量議など、の語れがあります。

口園・・・本体

し ようじ危う ち喰う い

使用上の注意
r: tAζ"うへん"い "Aいん じ りちから <0

・破損、故障、変形の原因になりますのでハンドル、シリンダ一、マガジン、テンションなどに無理な力を加
"りお まわ

えないて司ください。また、シリンダーやかぎ針を押さえたままハンドルを回したりしないでください。
'TAbぃ。いぞう ゐこ&

・分解・改造は行わないでください。
Ij....foぃ . ヲよ しSう" さ "/~ む 1) !.t1{) (b  

・本体を落とすなど強い衝撃を与えたり、無理なカを加えたりしないで‘ください。
"、、し・ . 1.“ t乙ろ a弔 しよう

・傾斜の無い平らな所に置いて使用してくださし」

・巷説を品ち蓋びする藤は27すま催予崩蔀誌を品ってください。
へつう ミゼAょう いがい しよう

・付属の専用ビース¥または別売りの専用ピース'以外は使用しないて、ください。
'ーヲ色.<し奮 "ず ，，.い きいど .，回

・テンションは脱着式です。外れた場合は再度セットし直してください。

・マガジンdしたまま、 Iま'~~詰査しないでくださし、。
・かぎ裂やシリンダーは絹佐美っておりますので、ィ主葉市は、志董蒔訟;'~はマガジンをはすさないでくだ
さい。

隠疑 3

あみ針

。2004EPOCH CO.，L TD 
PAT.P. MADE IN CHINA 

ーお客様へー
この度は、弊社製品をお買い上げいただきまして、誠にありがとうございま1九
弊社では、より良い製品をお届けするために、常に研究・改良を行っておりますL
そのため、生産ロットにより多少仕様が異なる場合がありますのでζ了承くださ
い。品質には万全を期しておりますが、万一お気づきの点がございましたら:下記
までご連絡ください。
干300-4193茨減県新治郡新治村藤沢3647番5

(株)エポック社お客様サービスセンター
TEL.02S-SS2-57SS  
(電符番号は間違いのないよう、よく確かめてからおかけください.)
{電話受付時間]月~金曜日 (祝・祭日を除く ) 10時~12時、 13時~17時
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-マガジン南側のボタンをおしながら、 l'・白のようにテンションの己記を華民詰の失に 1リ，l.itft ・・

とりつけ、とリはずしをし割。 け さしこんでください。 1
※はじめは、セッ卜された状態になっています。，. 
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マガジン

入 [刊 J)
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取り出し白

- あみあみビース、=・9ト"4逼りのあみかたができま乱
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鐸毛糸について

ポ:;..Z "1ト
ー_ J 

けいと ふと f.t1J.'J，と もヲと τ. 
あみあみビーズニットであめる毛糸の太さは「並太jが震も適していまま

※ま説話のf昔話主菜は『アクリル100%・益美jで玄
. "じ まえ シぞ《 日いと すζ き

・編み始める前に、付属の毛糸を少し切ってとっておきましょう。

市踏の是誌をこ詰支の議lこ、ぉ信の芳に車掌としてみてもらいましよう。
省みぷと ! l:.A. ttいと か〈し， たしようこと a同制 ."うしよう

※並太の塁準は、毛糸メー力一各社で多少異なりますので、予めごま承ください。
"ぃl: 1...6“ あ

※毛糸の種類によって、編みにくいものもありまま

‘. 'd，・

‘ 
3事踊意するもの:はさみ、じようぎ、示孟踊ボンド
はさみ、じようぎ'毛糸を切ったり、毛糸の長さをはかる時に使いままー

朱宝信ポンド・マスコッ トのフ工jレトをはる詰に誌いま乱

※はさみの散り凱¥1こは字詰言語してください。
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女5ページでリストバンド、をあむため、ピンクの主菜を誌ってね。

*マガジンをはずして、毛糸をセッ卜してください。
M い刷 t!.Af;A きのう凶間 同い わあみ
※注意かぎ針の先鋪は機能上鋭くなっておりますのでご注意ください。

と あっか じ唱う ~Á !>。うい

※はさみの取り扱いには十分注意してください。

1きリかえスイッチを「わあみJIこします。
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5このようにハンドJレを多しず、つ箇し
まえ うし

ながら、針の前と後ろの交互に毛糸を

かけていき、シリンダーをひとまわリ

させます。

孟しく毛系がかかっていれば、

毛糸は最後の針のうしろ側に

あリます。図のように毛糸を持って、

マガジンをセットしま主 量径の掛

6~ガヲどの主からマガジンの
中に毛糸を通します。

.毛系を、動員のかぎ裂のうしろ

にかけ、マガジンボタンのすきま
おと

から、力チンと音がするまで
生か と釘

マガジンの中に通します。
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7毛糸をテンシヨンにかけます。
※あんでいる鵠にハンドルが

量くなった場告は、かける議を

必なくするなどして調節してください。
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パ - リストバンドをつ〈ろう!(ガイド図)

*あみあがった毛糸を「あみ地JといいますL

.ずいる l 

水色 i 

」ー「ーー---'
可!>( kA 

約5段

し.
臼

司~ < t~A 

約20段

み

tE

窃

品
段
紅
白
品
段

レ

し

広
d
n
t
R
J
V

イ
イ

判
約

判
的
制
制
約

パ

ク

叶色

レ

ン

凶白
ず
〈

え

ピ

削4
0

か・・・

り
吋糸

き
"毛

つ

の

ま

に
川勝
ほ

て
t

目

川

口

討

む

品
目
J
閣

の

に

を

じ地
じ地
M

列

み

み

の

あ

あ

め目

*
 

。 ポイント
!シリンダーが1盲菌ると1議あめますL

量道裂を白簡にするとわかりやすいよ!

1器訴を舟さえながら、ハンドJレを日誌渇りにまわします。
ピンクのあみ地を前5ikあんだら、二虐ストップします。

マガジンのことを
おさえてね!

J~注意
E躍がかぎ裂にかからない

ように注意してください。

2毛系の邑をかえます。

毛"力、*~ー」
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る ¥

毛"つ'-
糸Eな ~ι
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る

図のようにしっかりとむすびま事L

よぶんな毛糸は、結び目か ‘ 

ら2rninくらいのところで、、¥

はさみで切ってください。 -.

つ〈 しろ "いと っか

※リストバンドを作るときは自の毛糸を使ってね
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あんでいる毛糸を図の位置で

はさみで切りま哲二

本体に力、力、っている毛糸と、

自の毛糸をしっ力、りと結ひ、ま守二
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話ひ色が笑きかったり会話な蔀話が筆い

とあみにくくなりますのでご定着ください。

。
を

乱

‘

す
込
山
ま
ら
じ地

ま
"毛

み

た

み

み

の

あ

き

あ

'掛

川
白

Y
段

て

に

bw
m
州北川
〈
託

つ

丘
別

い

凶

に

や4
d

な

ら

さ

〈

:

l

:

i

:

や郡
山
り
お
叫ん
?
日
。

吋升

じ

、

が

し

て

"毛

問

、き
じ地
だ出

し

の

と

な

み

リ

だ出

目白

2
つ

あ

と取

を

3
 

j主l意
あみ抱のねじれはときどきなおしてください。

ねじれたままあみつづけると、あみ白がとんで

あめない場昔、がありまま 6 



※半あみのあと、あみ抱をはずす誌は、

きりかえスイッチをfわあみJにしてください。

1毛系をテンションとマガジ、ンから
や 〈 ム '.~ ! 

はずして約40cmのところで切リます。
※はさみの取り扱いには十分注意してください。

2図のように毛糸をもっヲハンドルを時計四リに
まわしていくと、あみ地がはずれていきます。

3はずしたあみ地を取リ出し白
から出します。

あみはじめとあみおわりを

しまつをします。

毛糸がはずれない部分があったら、

マガジンをはずして、歯の{立宣で、

とじ針ではずしてください。
ぱIJ l!んたん 奮のうじみう

※かぎ針の先端は機能上
するど

鋭くなっておりますので

ご注意ください。

※はずしたマガジンは
切 再セットしてください。

-わあみのしまつのしかた(その1)→25ページ

マ

きりかえレバー:fわあみj

わあみのあみかた
ハナち~んとνラ〈んのマスコットをつ〈るう! (ガイド歯)

" いと しろ や〈どん

・毛糸・白 …約7段
みずいろ ヤ〈 だん

・水色一回約7段
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1邑の毛系で、jU7ikわあみをします。
水色の毛糸をつないで、さらに約7段わあみをします。

あみ地をはずします。

59ページをみて、フ工jレトを朱王局ボンドでつけます。
※色わけをしないで、ピンクの毛糸でつくって、16ページでつくる

マフラーにぬいつけてみよう!
8 

みずいろ

水色

、t

しろ

白

哩 ?でt

£式δ〆lあみおわりe可ぬιー あみはじめ
4あみ地の員を半から釜isうら盆します。
i省衡を5e而くらい請リ蓮します。
ピンクと水色のあみ地を

丸めるように折リ返します。

-毛糸のつなぎかた→6ページ

・あみ地のはずしかた→7ページ

2ぁみおわリのしまつをしてあみ地の
ふくろをつくリます。

・あみおわりのしまつのしかた(その2)→26ページ

3ティッシユペーパーを2蔽ほど
かるく丸めて、あみ地のふくろに

つめます。

4ぁみはじめのしまつをします。
・あみはじめのしまつのしかた(その2)→26ページ



-ハナちゃんマスコット

①右耳②左耳③花④花の芯⑤目⑥口

⑦若宇③をま⑨右往⑩差是⑪しっぽ

ソラくんマスコット

⑫吾首⑬定員⑤自⑭己⑮着寺⑮22寺
⑮若是⑪ifit⑪しっぽ
・アップリケ

⑮かお⑮右耳⑫左耳@栓

④捻の芯⑫白@白

フ・工ルトをはさみで切りぬいて、

写真を参考に木工用ボンドではりつけまま

※はさみの取り扱いには十分注意してください。、

※18ページでつくる
9 バッグにはろう!!

しろ
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もも
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ビース、あみの練習

このパージ宅、ビーズあみをするための俊いかたを負えましょうf

毛糸やビーズ肋ジトしないでやってみてね! .J 
*イメージしながらやっτみよう!
1きリかえレバーを「わあみJIこして、
) ¥シドJレをまわbます。
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※

2ハンドルを止めて、ピース、あみスイッチを「スJIこしますQ
ポイント

ビーズあみスイ仇「えjにするとハン川まわらなく |⑩ 仁 圃 ④
なりま守二 t 一一+

3マガシ、ンボタンを舟してから、
ハンドルを動かすと、シリン

夕、ーの針が2本ぶんまわって

止まリます。

少しまわって止まりまま

10 



43を佑白かくり差します。
ポイント

ボタンを抑す→ハンドルをまわす→ボタンを抑す・目・をくり返して

コツをつかんでください。

5スJレーボタンを舟しながら、
ハンドルをまわしてみましょう。

ポイント

スルーボタンを押している聞はハンドルが

まわり、毛糸があめまま

ビーズあみの金百でビーズをとばして

あみたい詰ゃ、ビーズ草あみをする詩に

使いま弓二

6ピース‘あみスイッチを「ら」にします。
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+舗にコツがつかめたら、次のベージから
ピース、あみにチャレンジしよう!
1 1 

ビーズわaるみのあみかた
キン与ャタをつ〈るう!(ガイド歯)

• • • • ピンク

't I量 • • • • 
約守4L1 5'段三A

、ー約やー〈-3v段F-zA -d、
約や〈7段t:_A 

きりかえレバー:rわあみj "いと や〈だん

毛糸・ピンク…約25段
だんめ /，んいじ，う

ビーズ・7段目くらいに4コ、3段以上あけて4コ

ピンクの毛糸で約7段わあみをします。

2テンションから毛糸をはず、
して、図の位置で毛糸を切リ

ます。あんでいないほうの

毛糸にビーズを8コ通して、

毛糸をつなぎます。

-:~ 
あんでいないほうの

毛糸

-毛糸のつなぎかた→6ページ
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最初に過したビーズが最後にあみこまれ
さいごとa惨 さいしょ

まま最後に過したビーズが最初にあみこ

まれま守L
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巴E凶露草魁da1

3針にかけた毛糸が、はずれたり、
ゆるまないようにマガジンに

遇レます。つなげたビーズを

レーJレlこならべます。毛糸を

テンションにかけます。
ビーズがシャッターの手首に

あたるまで前によせまま-テンションへの毛糸のかけかた→4ページ

ポイント
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』

「
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4ハンド、ルを白して、黄邑針を歯の佐重にします。
ビーズあみスイッチを「入J(こします。

※ハンドルがこの位置でまわらない事を
かくにん

確認してください。

作成)
5マガジンボタンを1白沖して、
ビーズを1コ、シリンダーの中に送リます。--=---

注意 i ~ミ二方
かいれんそ〈

ビーズボタンは2回連続で押さ

ないでください。

13 

6ハンドjレを与しまわすと力チツと善がして止まリます。
(最初に入れたビーズがシリンダーの聞におくられますリ

マガジンボタンを押して2コめのビーズを入れます。

'f 

75.6と筒じように
「ボタンを押す→ハンドルを少しまわす」ーグ号、u

を、ゆっくリくリかえして、 ~三宅

4コのビーズをあみこみます。 、中

とき か与ら

ビーズをあみこむ時は、必ず

ピース.あみスイッチをf入Jにして
ハンドルが止まった位置で行って

ください。

(略④l

14 

ちゅう い

i主
ビーズをならべて2詞臥宝ぁむときは、12ずあいだに ‘ 

3段以宝のあみ抱をつくってください。 そ思
以上

I~ f主語
ビーズは、わあみで一列に

最大9コまであみこめまま

それ以上はあみこめません

のでご注意ください。

8ビーズあみスイッチを「萌J(こして、
3段以上あみます。



9ハンドJレをまわして美にあみこんだ
ビーズに位置をあわせます。

ビーズあみスイッチを「入」にして、

ピーズを4コあみこみます。

10ビーズあみスイッチを「萌J(こして
や〈 だん

約15段あみ、あみ地をはずします0
・あみ地のはずしかた→7ページ

マガジ‘ンにピース‘が入っている
ずい

ときは、そのまま図の位置で毛糸を

切って、マガジンをはずし、左側に

ひいてください。

j主「
筏ったビーズはマガジンを

かたむけて取りのぞいてください。

先にあみこんだ
ビーズ

11あみ地のしまつをします。
・あみおわりのしまつのしかた(その1)→25ページ

・あみはじめのしまつのしかた(その2)→26ページ 品 ... -， ， 
dトa;u.... . 

ビーズをあみ地の表に出します。 宅寺-Cjiio・
.....zL き 付 いと さき

20己而くらいに切った毛糸の先にビーズを
むす 〈ち をJす

結びつけて、ふくろの口を結びます。

※スルーボタンを舟してハンドルを菌すと

ピース寄金請でとばしてあむ善ができまま

( 1コとばしや2コとばしなど)

なれできたらいろんなパターンであんでみてね。

15 

9ーズわaるみのあみかた
マフラーをつ〈るう!(ガイド画)

や〈 だん

約20段

同白 ピンク

， 
， 
， ， 

ゐずいる

水色

.いろ

黄色

しろ白・・・ ピンク
。ずい宅島

水色

、、
、、

: J J きりかえレバー:rわあみj
: 11主系 .旨 1。" みずいる I 10(1..( 

. . . 川 ・水色|各色
」ー--.，.一=-::::;~'--" ¥ ..!いろ ト
や〈山守〈日や〈品や〈叫 . ・黄色|約20段・
約7段約3段約3段約7段 | 

・ピンク|
しろ "いと だんめ t!.A f:J._ ， 

ビーズ・自の毛糸7段目くらいに3コ、3段おきに3コずつを2匝

• • • 
• • • 

1首の主系で・4b7段わあみをします。

2毛系にピース‘を9コ逼し、マガジンレーJレになら
べます。毛糸をテンシヨンにかけます。

・ビーズの通しかた→12ページ

・ビーズのならべかた→13ページ
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4マガジンボタンを1白舟して、ビーズを
1コ、シリンダーの中に入れます。

ハンドJレを少しまわすと力チツと

善がして止まリます。

54をくリ益して3コのビ、ーズをあみこみます。

6ビーズあみスイッチを「窃J(こして3段以主あみます。

7美にあみこんだビーズに供量をあわせます。
ビーズあみスイッチを「入J(こします。

4→5→6→4→5の順にくリ返して
ビーズをあみこみます。

8守、コス、安みろイツチを「萌J(こして豹7段あんだら、
毛糸の色を変えます。

9ガイド歯を参暑に毛系の邑を金えながらあんでいきます。

10首の毛糸をつなぎます。 凶

(つなぐとき，戸ビーズを9コ通しておきます)H
1~7をくり返したら、ビーズあみスイッチを「切」にして
約7段あみます。

11あみ抱をはず‘してしまつをします。
・わあみのしまっのしかた(その2)→26ページ
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寧あみのあみかた
ミ=拘ッタをつ〈ろう!(ガイド品〉

約40段

きりかえレバー:r平あみj

ゐすいろ

水色
しろ

白

約11段

主 系.旨 id11詰
必ずいろ や< '~A 

・水色…約40段

きりかえレバーを「平あみjにしま守二
平あみ

寧あみの練習:毛糸を包ツトしないでやってみよう!!

毛糸をセットする前にハンドルが止まるまで、ゆっくり蒔計箇りに

まわしてみましょう。ハンドルが止まったら屋鋪括局にまわしまま

これをくりかえすと平あみがあめますL

-恥

時計回りにハンドルが止まる

までまわすL

と はんkぃ

止まったら反対にまわす。

18 



12正体を舟さえながら、ハンド]レを
蒔告白リと長苅の15両へ止まる
までまわします。

2主系をセットします。自の去系を
3ページからの2 ~ 7 と同じように

通し、テンシヨンにかけます。

3ハンド]レが止まるまJで、白告白リ
にまわします(すぐ止まります)。

止まったら、量虐は総務局に

止まるまで、まわします(反時計回リ )。

これをくリ返して、あみ地を

11段あみます。

注ー意
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平あみは18本の針のうち、14本を使って

あみまま
舎いろIfリ ほん っか

黄色針4本は使いません。
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4あんでいる主系を由って、来邑の毛糸を
しっかりぎ結びます。

-毛糸のつなぎかた→6ページ
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-あみ地のはずしかた→7ページ

6あみはじめとあみおわりのしまっ
をしますL

・平あみのしまつのしかた→27ページ

つ
お折
ま
に
ま

品ハ
刀
い

川半
ぬ

ジ

を

に

い

品ハ刀
凶状
h
v

ぷ部

口
nt

の
っ

た

叶色

フ

泊

川水
で

引

の
刷針

の

じ地
じ

岨

み

と

日

あ

て

叫

守
，

8歯のf注毒にビーズを結びつけて、フク口のとめ真にします。
豹30前に由った毛系にビーズを荷コか通します。
フク口の両側に結び、つけて、舟ち宇を砕リます。

) 9ページをみて、
フェルトで
ハナちゃんの
アップリケをつけて
できあがり!
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i主
ひら (\~ こ とき

平あみでビーズをあみ込む隠は、
きいろItリ りょう

黄色針とその両とはりのシυンダー
I!ん

3本ぶんはビーズをあみこめません。
.~~ .~ん かなら

はじの部分は、l必ずスルーボタンを 3・

使って、シリンダーの位置を動か

してください。

ビーズ寧aらみのあみかた
ポシヱットをつ〈ろう!(ガイド歯〉

3 

••••• ••••• ••••• 
。あみこめるシリンダー

ーいる

黄色

-・・あみこめないシリンダー

や( ';A 

約12段

._，_，._，_， .，たA '1"( I:.A 
約3段約3段

や( J:.A 

約42段

毛糸・黄色…約60段

ピース'・前12詰白lこ5コ、3詰おきに5コずつを2詰

ひら

きりかえレ/'¥-:r平あみj

3マガジ、ンボタンを1白舟して、
ビーズを1コ、シリンダーの中に
入れます。

注意
かいれんそ〈 必

ビーズボタンは2回連続で押さ

ないでください。

l⑨名義l

4l〕;ιドj片、を与しまわすと力チツと善なレて止まリます。
(最初に入れたビーズがシリンダーの聞におくられます。)

マガジンボタンを押して2コめのビーズを入れます。

黄色の毛糸で約12段平あみをします。

ハンドルが止まるまで反時計回リに

まわして、ビーズあみスイッチを

「入JIこします。

黄色針が図の位置にあることを

確認してください。

毛糸にビーズを9コ通して
マガジンレーJレにならべます。

2スルーボタンを舟しながら、
ハンドJレを時計回リにまわして、

黄色針を図の位置にします。

21 



54と同じようにヲ タンを舟す→ハンドルを歩しまわす」を
くリかえrして、1段5コのビーズをあみこみます。
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8ハンドJレをまわし持にあみ 4ミ
こんだビーズに位置を奇Pせます。可ミJ
ビーズあみスグッチを「入」にして、

3~5をくリ返し、ビーズ

を5コあみこみます。

23 

9 6~8をくリ差して5コのビーズを
あみこみます。

10ビ一安あそJスイッチを「窃」lF
して約42段あんだら、あみ地を
はずしてしまつをします。

・あみ地のはずしかた→7ページ

・平あみのしまっ叫しかた→27ページ

11密安地のはは私自のようにそろえて
半分におリ、両側をぬってふくろに

します0

・あみ地のとじかた→28ページ②~⑦

121きち宇をみつあみでつくり、ふくろにぬいつけます。

• 
指

¥」
C

骨

四
爪
山
川

rhU
B

M

叫
]μ
f
uA

あつみ鐸

※スルーボタンを舟してハンドルを菌すとビーズを注詣でとばしてあむ善が

できまま(1コとばしや2コとばしなど)

なれできたらいろんなパターンであんでみてね。

しろ みずいろ けいとやく 会うヰ

①白・ピンク・水色の毛糸(約4oeril)を、それぞれ

2本ずつ切リまま占

②6本の毛糸をまとめて、あまった毛糸ではじをしばりままム

③机などにセロハンテープでとめ、3色でみつあみをしますh
h "いと

④あみ終わったら、はじをあまった毛糸でしばりますL



*あみ勉を筒の状態のまましあげる、しまっのしかただよ!

あみおわりのしまつのしかたその1
u
毛
し
の
同通

り

に

わ
山針

お
じ
み

と

あ

を

玄

①
吋
糸

ま

@あみ白に通しおわ

った主系を歯のよう

にあみ自のひとつに

通しまま

あ
凶通

の

を

り
刷針

わ

じ

お

と
み

に

ま

あ
め固

ま

②

み
し

⑤毛糸の輸をつく

り、とじ針をとおし

て結びま訊

舞 あみはじめφしまつのゆ、宇その1
①あみはじめの毛 ②毛糸の輸をつくり、

話をとじ裂に撞し、 とじl針を通して結び

図のようにあみ目 ま事L

にさしますL

25 

③命になっている
めぜA..): 

あみ目全部にとじ
Itり とお

針を通しま守L

@議った主系はあ

み地の申に少しぬ

いこみ、あまった

部分を切りますL

③語った主誌はあ

み地の中lこ弘、しぬ

いこみ、あまった

部分を切りまま

あみ勉のはじをしぼる、しまっのしかたたよ!

あみおわりのしまつのしかたその2
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ま

@歯のようにあみ

地にとじt掛をさし

て命が議るように

とじ針をぬきま守L

③命になっている

あみ自全部にとじ

掛を逼しまま

@主系の晶の簡に ⑦縫った主系はあ

とじ針を鐘してひ み地の中に忌しぬ

っぱり、結びまま いこみ、あまった

部分を白りまま

切る

あみはじめのしまつのしかたその2
①あみはじめの主 ②歯のようにあみ ③主系の命の出に

議をひっぱり、あみ 地にとじl針をさし とじ裂をとおして

地の命がふさがる て晶が語るように ひっぱり、結びまま

までしぼりまま とじ裂をぬきまま

け毛

み
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ま

④語った主系はあ

み地の中に芯しぬ

いこみ、あまった

部分を切りま亨L

明白る



あみおわりのしまつのしかた

①あみおわりの主系を ②歯の邑量で主系の

と‘じ軒に鐘し、議になっ 命をつくり、革にとじ

ているあみ白釜蔀にと 掛を鐘して結びますL

じ針を通しま守L

③縫った主系をあみ地
なか すこ

の中に少しぬいこみ、
あま ぷぶん き

余った部分を切りまま

一あみはじめのしまっ
.，;;.- t1いと

①あみはじめの毛糸を

とじ掛に撞しまま

※②.③.はあみおわり

のしまつのしかたと同

じで乱

あみ地のつなぎかた
※あみはじめと、あみおわりのしまつのあとにおこなってください。

①とじるあみ泡より叢 ②主系をつれはいよう

めの磁をとじ掛に逼し、 にひいて、つなぎはじ
ず たが

図のようにEいのあみ めとつなぎおわりをあ

目に通していきまま み目に結びまま

くさりあみのあみかた員えておくと、べんりだよ!
わ t1いと

①あみ針で毛糸を図 ②輸をつくりまま ③毛糸をかけてひ ④くり返しまま

のようにすくいま守二 きぬきま習L

、ず 守 Lず

※27ページのあみおわりとあみはじめのしまつをして力、ら行ってください。

①フク口のふた部分を

のごしてあみ地をおり

還しま訊

ラえがわ じ はり

③上側のあみ地に針を
とお わ

通して、輸をつくりまま

に

ま

い意

ま

討用
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と
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じ地

し

み
凶通

あ

に

②
川針

@晶lこ掛を撞して、結
びつけま守L

⑤余分な毛糸は、あみ

地の中に少しぬいこん

で、議りを白りま訊

⑦長苅備も簡じようにぬいつけたら、あみ地のフク口を詰からうら遅しまま
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※芸春をあみはじめそ?寺(あみppf5cmくらいまで)や、ビーズあみをした
直後は、ハンドルが重くなる場合がありまま

テンションにかかっている毛糸

を調髪してください。(4ページ)

-テンシヨデが言つい。テンシ

ョンに毛糸がからまっている。

マガジンをはずして、毛議を白り、

とじ針であみ地をはずしてくだ

さい。毛糸は新しいものにかえ

てください。

※21す(良重量の芳力Ti子ってください。かぎ裂の
縦 力強くなっていますので、d至急ください。

ぎかや

。
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ま
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ままきおてしメ¥
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J

ほ
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を
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吋糸

川
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ω
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LV
 
てれ戸、

Z
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らか白玉川糸げ毛が
吋糸

い

"毛

な

• 
市践の毛糸を佳局する場益は、

説単f甘属の毛糸を免法に晴天し

てください。(2ページ)

吋使を吋糸付毛の
臥販し市'

Lw

h
v
 

斗
A
U
含

お
ぽ揚

配ホ

・こ

け毛

つ

• 
二食毛糸を白り、議しく毛糸を

つなげま菅L

しつ力、りと結びつけて、結ひ白

を小さくしま哲二(6ページ)

-老糸の結び白が呆きくて、テ

ンションやビーズ茎にひっか

かっている。

スイッチを「切Jにするとハンド

ルが回転しま訊(11ページ)

-ビーズあみスイッチがfXjlこ
なっている。

単あみの場缶、ハンドルは怠26
で止まって、滋錨詰尚に酋すよ

うになってま事二(18ページ)

きりかえスイッチが、平あみ

になっている。
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あみおわりの毛糸をすとしひっ

ぱってほどくと、あみ目がそろっ

て針が通しやすくなりま哲二

(あみ自の輸が外側にめくれて

いる時もそのまま輸に針を遇し

てください)

マガジンの倍のビーズが繰り診

なくなると、ボタンを押しても

出てこない場益がありまま

ビーズを何コか追加するか、と

じ掛でマガジン偽のビーズを前

によせてください。

.あみ地のしまつがうまくでき

ない。

-マガジンボタンを押しても、

シリンターにビース:JJ1'，入らない。

毛糸のテンションがきっ力、ったり、

急いでピース濁みを諮ったりす

ると、あみ白がとぶ場益があり

ま訊ビーズあみをする蒔は、ゆ

つくりハンドルを回して、テンシ

ヨンがきつい詩はゆるめてくだ

さい。

@ビーズあみをしていたら、

あみ目がとんだ。
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